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石
橋
誡
道
宗
租
門
下
の
諸
流
ε
そ
の
正
流
ljil:
ふ
ま
で
も
な
く
我
國
に
於
け
る
宗
組
大
師
の
御
開
宗
は
、
大
早
の
雲
霓
で
あ
り
暗
夜
の
燈
明
豪
で
あ
つ
た
。
一
切
の
人
は
よ
み
が
へ
り
す
べ
て
の
入
は
救
は
れ
た
。
さ
れ
ば
こ
の
敦
が
世
に
公
に
せ
ら
る
」
や
、
忽
ち
に
し
て
日
本
全
國
津
々
浦
々
に
至
る
ま
で
、
響
き
亘
ら
ぬ
所
は
な
か
つ
た
。
老
弱
男
女
も
掌
を
合
せ
、
口
を
揃
へ
て
念
佛
し
、
貴
賤
貧
富
も
膝
を
屈
し
て
、
阿
彌
陀
如
來
の
前
に
ひ
れ
伏
し
た
。
か
く
て
宗
阻
の
門
弟
は
、
い
や
が
上
に
も
い
や
増
し
て
、
そ
の
數
實
に
數
百
人
、
現
今
そ
の
名
の
殘
さ
れ
て
あ
る
も
の
、
優
に
二
百
數
十
名
-こ
注
せ
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
中
最
も
勝
れ
た
入
は
、
鎭
西
流
の
聖
光
上
人
、
西
山
流
の
證
筌
上
人
、
長
樂
寺
の
隆
寛
、
九
品
寺
の
長
西
等
で
あ
る
。
こ
の
外
術
ほ
成
覺
房
の
一
念
義
、
親
鸞
の
一
向
義
、
法
本
房
の
寂
光
義
等
が
あ
る
。
而
し
て
酉
譽
の
著
述
、こ
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
、
淨
土
三
國
佛
組
傳
集
下
卷
に
は
、
更
ら
に
幾
多
の
私
流
を
記
し
て
、
聖
覺
法
印
の
読
法
義
、
薩
生
法
眼
の
三
昧
義
、
明
遍
僣
都
の
道
心
義
、
俊
乘
房
の
勸
進
義
、
三
井
の
公
胤
の
選
擇
義
、
信
室
上
人
の
諸
行
義
、
本
願
房
の
本
願
義
、
悟
阿
上
人
の
一
心
義
、
覺
阿
上
入
の
西
方
義
、
念
佛
房
の
他
力
義
、
一
遍
房
の
遊
行
義
等
が
あ
つ
た
こ
・こ
を
傳
へ
て
ゐ
る
。
此
等
の
中
で
、
読
法
義
,こ
か
勸
進
義
、こ
か
い
ふ
も
の
は
、
流
義
-こ
言
は
る
瓦
ほ
さ
で
も
な
い
が
、
何
れ
も
有
名
な
人
々
で
、
誠
に
多
士
濟
々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
ーこ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
れ
ら
の
門
弟
の
申
、
眞
に
宗
組
の
眞
精
神
を
傳
へ
、
宗
義
の
翼
相
を
纖
承
し
た
も
の
は
、
唯
だ
鎭
西
の
聖
光
上
入
一
人
で
あ
つ
た
。
帥
ち
宗
租
入
滅
の
後
、
諸
の
弟
子
逹
は
各
の
自
ら
、
宗
阻
の
眞
意
を
傳
へ
た
・こ
稱
し
、
勝
手
に
新
案
の
義
を
圭
張
し
、
盛
ん
に
そ
れ
を
宣
傳
し
た
。
そ
れ
故
に
鎭
西
上
入
は
、
大
に
之
を
慨
嘆
し
、
な
ん
、こ
か
し
て
其
れ
を
防
ぎ
止
め
ん
、こ
て
、
非
常
に
苦
心
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
趣
は
鎭
西
上
入
の
著
述
の
中
、
さ
れ
を
讀
ん
で
も
み
な
そ
の
意
味
が
溢
れ
て
ゐ
る
。
今
そ
の
中
で
特
に
有
名
な
末
代
念
佛
授
手
印
の
序
分
を
抄
出
し
て
、
そ
の
心
境
を
明
し
た
い
ε
思
う
。
そ
れ
以
れ
ば
九
品
を
宿
、こ
な
す
に
は
稱
名
を
以
て
先
・こ
な
し
、
八
池
を
棲
・こ
爲
さ
ん
に
は
數
遍
を
以
て
基
ε
な
す
。
念
佛
-こ
は
昔
し
法
藏
菩
薩
の
大
悲
誓
願
の
筏
、
今
ま
彌
陀
覺
王
の
廣
度
衆
生
の
船
な
り
。
是
れ
則
ち
菩
薩
利
釜
衆
生
の
約
束
、
是
れ
則
ち
如
來
夲
等
利
生
の
誠
言
な
り
、
尤
も
憑
も
し
い
か
な
、
尤
も
眞
な
る
か
な
。
所
以
に
弟
子
、
昔
は
天
台
の
門
流
を
酌
ん
で
圓
乘
の
法
水
に
浴
し
、
今
は
淨
土
の
金
池
に
望
ん
で
念
佛
の
明
月
を
翫
ぶ
。
之
を
以
て
、
四
歡
三
觀
の
明
鏡
は
、
相
傳
を
證
眞
法
印
に
受
け
、
三
心
五
念
の
寳
玉
は
、
禀
承
を
源
筌
上
入
に
傳
ふ
。
幸
な
る
か
な
辨
阿
、
血
脉
を
白
骨
に
留
め
、
口
傳
を
耳
底
に
納
む
。
慥
か
に
以
て
口
に
唱
ふ
る
所
は
五
萬
六
萬
、
誠
に
以
て
心
に
持
つ
所
は
四
修
三
心
な
り
。
之
に
依
て
自
行
を
專
に
す
る
の
時
は
、
口
稱
の
數
遍
を
以
て
正
行
-こ
な
し
、
他
を
勸
化
す
る
の
日
は
、
稱
名
の
多
念
を
以
て
淨
業
を
教
ゆ
。
然
り
ε
雖
も
、
上
人
往
生
の
後
、
其
義
を
水
火
に
諍
ひ
、
其
論
を
蘭
菊
に
致
す
。
還
て
念
佛
の
行
を
失
し
、
塞
く
淨
土
の
業
を
廢
す
。
悲
い
か
な
悲
い
か
な
。
い
か
が
せ
ん
い
か
が
せ
ん
。
爰
に
貧
道
己
に
七
旬
に
及
び
ゼ
餘
命
ま
た
幾
な
ら
す
。
惱
ま
す
愁
へ
す
し
て
室
し
く
止
む
可
ら
す
⑩
之
に
依
て
肥
州
臼
河
の
邊
り
、
往
生
院
の
内
に
於
て
、
二
十
有
餘
の
衆
徒
を
結
び
、
四
十
八
の
日
夜
を
限
て
、
別
時
の
淨
業
を
修
し
、
如
法
の
念
佛
を
勤
む
。
こ
の
間
に
於
て
、
徒
ら
に
稱
名
の
行
を
失
は
ん
こ
・こ
を
惱
み
、
室
く
正
行
の
勤
を
廢
せ
ん
こ
ーこ
を
悲
み
、
且
つ
は
然
師
報
恩
の
爲
、
且
つ
は
念
佛
興
隆
の
爲
に
、
弟
子
が
昔
の
聞
に
任
か
せ
、
沙
門
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が
相
傳
に
依
て
之
を
録
し
て
留
め
て
向
後
に
贈
る
。
仍
て
末
代
の
疑
を
决
せ
ん
が
爲
、
未
來
の
證
に
備
へ
ん
が
爲
に
、
手
印
を
以
て
證
、こ
な
し
て
、
筆
記
す
る
こ
¶こ
左
の
如
し
。
・こ
記
し
て
、
そ
の
後
に
念
佛
授
手
印
の
本
文
が
あ
り
、
我
宗
の
宗
義
の
要
領
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
序
を
讀
む
時
言
々
句
々
、
切
々
心
胸
に
逍
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。
而
し
て
こ
の
授
手
印
の
要
領
は
、
宗
組
大
師
か
ら
相
傳
さ
れ
た
、
最
も
大
事
な
こ
ーこ
の
み
で
、
六
重
、
二
十
二
件
、
五
十
五
の
法
數
で
あ
る
。
六
重
・こ
は
(
一
)
五
種
正
行
、
(
二
)
助
正
二
行
、
(>>1)
,二
心
、
(四
)
五
念
門
、
(
五
)
四
修
、
(六
)
三
種
行
儀
で
あ
る
。
以
上
を
合
す
れ
ば
二
十
二
件
五
十
五
の
法
數
・こ
な
り
、
そ
れ
が
結
局
念
佛
一
行
三
昧
に
結
歸
す
る
も
の
ε
歡
へ
ら
れ
て
あ
ゐ
。
而
し
て
此
等
六
重
二
十
二
件
の
内
容
に
就
て
は
、
通
常
我
宗
に
於
て
歡
ゆ
る
所
の
敏
義
ε
違
つ
た
所
は
な
い
か
ら
、
今
更
委
し
く
読
明
す
る
必
要
は
な
い
噛こ
思
ふ
。
更
ら
に
鎭
西
上
人
が
、
宗
組
か
ら
相
傳
さ
れ
た
教
義
・こ
し
て
能
く
纏
ま
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
西
宗
要
六
卷
で
あ
る
が
、
其
の
内
容
は
八
十
件
の
問
題
を
掲
げ
て
、
そ
れ
が
一
々
読
明
さ
れ
て
あ
る
。
然
る
に
本
書
は
、
嘉
頑
三
年
に
三
祺
記
主
禪
師
が
、
筑
後
の
天
幅
寺
に
於
て
、
正
月
夫
日
か
ら
四
月
二
吉
毛
の
聞
に
、
鎭
西
上
人
か
ら
(
上
人
七
+
六
歳
)
・
授
鬘
け
て
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
そ
は
鎭
西
夫
が
曾
て
若
か
り
し
時
、
宗
組
大
師
か
ら
相
傳
さ
れ
た
秘
録
の
趣
で
あ
る
こ
,こ
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
故
に
了
譽
の
鎭
西
宗
要
本
末
ロ
傳
鈔
に
は
、
此
集
は
筑
紫
上
入
、
吉
水
上
入
に
値
ひ
奉
り
、
暗
に
淨
土
の
章
疏
を
聽
聞
す
る
の
時
、
不
審
を
記
し
題
を
擧
げ
て
問
ひ
申
し
、
一
々
に
師
の
仰
せ
に
隨
て
口
筆
し
給
ひ
し
な
り
。
叉
然
阿
相
承
の
時
、
此
集
を
口
筆
に
書
き
給
へ
り
、
此
の
代
に
卷
を
調
へ
て
宗
要
、こ
名
け
し
な
り
,こ
記
さ
れ
て
あ
る
。
而
し
て
法
然
上
人
の
門
弟
に
は
、
前
に
述
べ
た
如
く
錚
々
た
る
人
が
多
か
つ
た
の
に
、
宗
租
相
傳
の
教
義
を
そ
の
ま
㌧
記
し
た
も
の
は
殆
ん
さ
な
か
つ
た
。
然
る
に
今
鎭
西
上
人
の
授
手
印
井
に
西
宗
要
に
は
、
宗
組
の
敏
義
そ
の
ま
』
を
.・
記
し
て
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
こ
ε
は
、
誠
に
嬉
し
い
こ
ーこ
で
あ
る
。
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二
破
邪
顯
正
の
態
度
前
に
述
べ
た
如
く
鎭
西
上
入
は
、
宗
租
相
傳
の
敦
義
を
最
も
奪
重
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
¶こ
同
時
に
若
し
そ
の
敦
義
に
反
し
た
読
を
稱
へ
る
者
が
あ
つ
た
瘍
合
に
は
、
極
力
そ
れ
・こ
戰
つ
て
、
打
ち
破
ら
す
に
は
お
か
ぬ
ε
い
ふ
態
度
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
恰
か
も
忠
實
な
る
武
將
が
、
身
命
を
屠
し
て
そ
の
本
城
を
守
る
、こ
い
ふ
態
度
-こ
同
じ
で
あ
つ
た
。
そ
れ
故
に
相
傳
の
義
を
記
し
た
念
佛
授
手
印
井
に
西
宗
要
を
除
く
の
外
上
人
の
著
述
の
殆
ん
,こ
す
べ
て
に
、
み
な
他
の
異
義
が
反
駁
さ
れ
て
あ
る
。
例
へ
ば
徹
選
擇
集
に
は
、
一
念
義
・こ
思
は
る
玉
義
が
破
せ
ら
れ
て
あ
り
、
念
佛
名
義
集
、
念
佛
三
心
要
集
に
は
、
一
念
義
、
西
山
義
、
寂
光
土
義
が
難
破
さ
れ
て
あ
る
。
叉
淨
土
名
目
問
答
に
は
一
念
義
、
識
知
淨
土
論
に
は
西
山
義
が
反
駁
さ
れ
て
あ
る
。
然
れ
ば
上
入
の
著
述
の
殆
ん
や」
す
べ
て
は
、
此
等
の
諸
義
を
排
斥
し
て
、
吉
水
正
流
の
眞
義
を
顯
さ
ん
が
爲
に
作
ら
れ
た
も
の
察
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。
今
念
佛
三
心
要
集
の
一
節
を
あ
げ
て
、
讀
者
の
參
考
に
供
す
れ
ば
、
然
る
に
近
代
の
人
々
學
文
を
先
、こ
し
て
其
稱
名
を
物
の
か
す
・こ
せ
す
、
是
れ
即
ち
邪
義
な
り
邪
執
な
り
、
無
道
心
の
人
な
り
、
近
代
の
人
々
の
義
、こ
は
、
或
人
の
云
く
、
善
導
は
安
心
門
の
義
を
建
立
し
給
ふ
、
安
心
門
の
日
は
、
學
文
す
べ
し
、
念
佛
を
修
せ
す
・こ
云
ふ
も
、
安
'J
門
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て
往
生
を
得
ん
、
そ
の
起
行
の
人
は
、
念
佛
を
修
せ
し
む
ざ
云
ふ
ε
も
、
義
を
知
ら
ざ
る
に
依
つ
て
、
往
生
を
得
す
ε
。
或
人
云
く
、
行
門
、
觀
門
、
弘
願
門
の
三
門
を
立
て
、
弘
願
門
は
往
生
を
得
る
、
そ
の
行
門
の
人
は
往
生
を
得
す
、
弘
願
門
を
知
ら
ざ
る
に
依
る
な
り
、
之
に
依
て
學
文
を
能
く
し
て
弘
願
門
に
歸
す
べ
し
、こ
云
々
。
或
人
云
く
、
寂
光
土
の
往
生
最
も
是
れ
殊
勝
な
り
σ
稱
名
往
生
は
是
れ
初
心
の
人
の
往
生
な
り
、
そ
の
寂
光
土
の
往
生
は
尤
も
深
し
ε
。
此
三
入
の
義
は
近
代
興
盛
の
義
な
り
。
己
上
の
三
義
は
是
れ
邪
義
な
り
、
恐
る
べ
し
恐
る
べ
し
、
全
く
法
然
上
入
の
御
義
に
非
す
、
梵
繹
四
王
を
以
て
證
ε
仰
ぎ
奉
る
、
三
義
共
に
學
文
せ
ざ
る
無
智
の
僭
逹
の
愚
案
な
り
、
僑
慢
な
り
、
善
導
の
御
澤
に
相
應
せ
ざ
る
義
な
り
、
心
あ
ら
ん
入
能
く
能
く
善
導
の
御
釋
を
見
て
思
ひ
合
す
べ
し
。
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ε
破
ら
れ
て
あ
る
。
思
ふ
に
當
時
こ
の
三
流
が
、
最
も
盛
ん
に
行
は
れ
て
、
各
の
自
読
を
稱
讃
し
宣
傳
流
通
し
た
爲
に
朱
紫
混
亂
せ
ん
こ
ε
を
恐
れ
、
上
人
は
極
力
そ
れ
ε
戰
つ
て
其
の
正
流
を
亂
さ
な
い
や
う
に
懸
命
に
努
力
し
給
ふ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
嘉
頑
三
年
の
九
月
、
勢
觀
上
人
が
鎭
西
上
人
に
途
ら
れ
た
書
翰
の
一
節
に
、
抑
も
先
師
念
佛
の
義
、
末
流
濁
亂
、
義
道
昔
に
似
す
、
設
く
可
ら
す
候
、
御
邊
一
人
は
、
正
法
傳
持
の
由
承
り
及
び
候
、
返
す
返
す
も
本
懐
に
候
ε
記
さ
れ
た
文
ミ
照
應
し
て
、
誠
に
貴
く
思
は
る
曳
で
は
な
い
か
。
三
聖
道
門
に
樹
す
る
緩
和
的
傾
向
鎭
西
上
人
の
歡
義
は
、
固
よ
り
宗
租
相
傳
の
義
に
は
違
い
な
い
が
、
聖
道
門
の
敦
義
に
樹
す
る
態
度
が
餘
程
穩
か
で
あ
つ
た
こ
・こ
に
於
て
、
や
玉
相
違
點
が
あ
る
ε
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
帥
ち
宗
組
は
選
擇
集
に
於
て
、
聖
道
門
を
廢
し
、
諸
行
を
廢
し
、
持
戒
を
捨
て
、
菩
提
心
を
却
け
、
讀
誦
大
乘
、
解
第
一
義
等
を
廢
捨
し
て
、
唯
だ
念
佛
の
一
行
が
立
て
ら
れ
て
あ
る
が
、
鎭
西
上
人
は
婉
曲
に
其
等
の
諸
行
が
緩
和
さ
れ
て
あ
る
。
例
へ
ば
徹
選
擇
集
に
於
て
、
選
擇
本
願
の
念
佛
は
上
は
龍
樹
・
彌
陀
ニ
ニ
世
諸
佛
に
通
る
す
ε
読
明
さ
れ
た
こ
、こ
。
或
は
念
佛
に
總
・こ
別
・こ
の
念
佛
が
あ
つ
て
、
萬
行
は
總
の
念
佛
で
あ
り
、
口
稱
名
號
は
別
の
念
佛
で
あ
る
ーこ
見
ら
れ
た
・,ミ
。
若
く
は
念
佛
三
昧
に
深
位
の
念
佛
三
昧
(菩
薩
が
三
世
十
方
の
諸
佛
を
念
す
る
こ
ご
)
、
淺
位
の
念
佛
三
昧
(稱
名
念
佛
し
て
見
佛
す
る
こ
ご
)
あ
り
ε
論
き
。
或
は
六
度
の
中
に
三
福
を
攝
し
、
三
幅
の
中
に
稱
名
念
佛
を
攝
す
「こ
い
ふ
読
明
な
さ
は
餘
程
緩
和
的
の
読
明
で
あ
る
。
勿
論
此
の
點
に
於
て
は
决
し
て
鎭
西
上
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
宗
租
門
下
の
諸
流
に
於
て
、
い
つ
れ
も
こ
の
傾
向
が
あ
つ
た
ε
思
は
れ
る
。
例
へ
ば
西
山
上
人
が
諸
行
は
雜
毒
の
行
で
は
あ
る
が
、
一
た
び
三
心
正
因
を
領
解
す
れ
ば
、
正
因
の
上
の
正
行
-し
な
つ
て
念
佛
ε
同
じ
功
徳
ε
な
る
・こ
論
じ
。
叉
長
西
が
念
佛
は
勿
論
、
諸
行
も
本
願
で
あ
る
ーこ
稱
へ
。
親
鸞
か
大
經
の
三
輩
、
觀
經
の
三
幅
九
品
を
第
十
九
願
の
開
読
ε
し
て
、
こ
の
願
に
乘
じ
て
往
生
す
る
ε
読
い
た
こ
ε
な
さ
は
、
聖
道
門
に
封
し
て
餘
程
緩
和
し
た
読
明
¶こ
見
る
こ
ε
が
出
來
る
。
そ
22
は
恐
く
は
宗
租
の
晩
年
か
ら
そ
の
滅
後
に
か
け
て
、
淨
土
教
に
對
す
る
諸
宗
の
攻
撃
、
聖
道
諸
宗
の
奮
起
改
善
等
が
少
か
ら
す
影
響
し
て
、
一
潮
流
を
な
し
た
爲
に
、
斯
る
読
明
を
す
る
こ
ε
が
、
其
宗
宣
傳
の
上
に
於
て
、
最
も
有
利
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
而
し
て
今
鎭
西
上
人
に
就
て
、
そ
の
圭
な
る
も
の
を
記
す
こ
ご
玉
す
る
。
即
ち
徹
選
擇
集
に
就
て
、
選
擇
本
願
念
佛
が
、
三
世
諸
佛
に
通
徹
す
る
ε
い
ふ
義
が
邇
べ
ら
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
入
が
大
論
を
讀
ん
で
悟
ら
れ
た
所
の
己
證
の
義
で
あ
つ
て
、
宗
租
大
師
等
が
未
だ
曾
て
言
は
れ
た
こ
ε
の
な
い
読
で
あ
る
。
徹
選
擇
集
上
卷
に
選
擇
本
願
念
佛
の
義
は
、
更
ら
に
法
然
上
人
の
義
で
は
な
い
、
是
れ
は
帥
ち
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
龍
樹
菩
薩
の
義
で
は
な
い
、
帥
ち
法
藏
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
い
や
こ
れ
は
法
藏
菩
薩
の
義
で
は
な
い
、
帥
ち
先
佛
の
義
で
あ
る
。
先
佛
ε
は
帥
ち
三
世
諸
佛
で
あ
る
。
既
に
先
佛
の
義
で
あ
る
か
ら
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
直
道
で
あ
つ
て
、
十
方
三
世
の
菩
薩
の
行
願
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
ま
た
之
を
逆
に
言
へ
ば
先
佛
の
義
で
あ
る
か
ら
帥
ち
法
藏
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
法
藏
菩
薩
の
義
で
あ
る
か
ら
帥
ち
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
。
龍
樹
菩
薩
の
義
で
あ
る
か
ら
即
ち
法
然
上
人
の
義
で
あ
る
く」言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
法
然
上
人
は
、
廣
學
博
覽
に
し
て
既
に
此
の
道
理
に
通
徹
し
給
ふ
た
か
ら
、
深
く
そ
れ
に
信
服
し
て
、
こ
の
義
を
明
か
に
す
る
爲
に
こ
の
集
を
作
つ
た
マ」
言
は
れ
て
あ
る
。
上
人
は
更
ら
に
言
を
添
へ
て
。
念
佛
往
生
を
知
ら
ん
、こ
す
れ
ば
、
ま
つ
一
切
の
菩
薩
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
義
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
一
切
の
菩
薩
の
本
願
を
習
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
余
は
昔
し
先
賢
高
才
の
人
に
就
て
、
か
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
義
を
傳
へ
、
今
ま
た
淨
土
門
に
入
つ
て
後
、
こ
の
選
擇
本
願
念
佛
往
生
の
義
を
相
傳
し
た
。
二
師
の
相
傳
を
以
て
聖
歡
の
文
を
見
る
に
、
そ
の
義
更
ら
に
矛
盾
せ
す
、
單
聖
道
の
人
、
單
淨
土
の
人
は
、
こ
の
事
は
能
く
解
ら
な
い
。
聖
道
、こ
淨
土
ε
兼
學
の
者
こ
そ
、
能
ぐ
こ
の
意
味
を
了
解
す
る
こ
ε
が
出
來
る
。
こ
の
意
味
を
以
て
一
切
の
大
乘
經
、
井
に
大
乘
の
論
を
見
れ
ば
、
こ
の
上
も
な
く
貴
く
そ
れ
が
思
は
る
エ
、
こ
れ
が
即
ち
聖
教
の
源
底
で
あ
り
、
法
門
の
奥
義
で
あ
り
、
佛
菩
薩
の
秘
術
で
あ
る
ーこ
記
さ
れ
て
あ
る
。
己
上
は
鎭
西
上
人
が
自
ら
證
ら
れ
た
深
義
で
あ
つ
て
、
選
擇
本
願
の
念
佛
が
、
自
ら
三
世
諸
佛
の
常
道
で
あ
る
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
に
通
徹
す
る
こ
ε
を
知
ら
し
め
や
う
・こ
23
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
中
自
ら
聖
淨
二
門
の
疎
隔
を
緩
和
し
、
調
和
せ
ん
,こ
す
る
傾
向
の
あ
る
こ
・こ
を
見
出
す
こ
、こ
が
出
來
る
・こ
思
ふ
Q
但
し
鎭
西
上
人
の
聖
遘
家
に
樹
す
る
態
度
は
、
斯
樣
に
調
和
的
で
あ
つ
た
に
も
關
ら
す
、
異
流
異
ハ派
に
對
す
る
態
度
は
最
も
嚴
し
く
反
對
せ
ら
れ
て
あ
つ
た
。
こ
れ
全
く
宗
租
の
眞
の
精
祚
を
後
世
に
傳
へ
ん
ーこ
思
召
さ
れ
た
、
老
婆
心
に
因
る
も
の
で
あ
ら
う
。
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四
淨
佛
國
土
ε
不
離
佛
値
遇
佛
鎭
西
上
入
は
徹
選
擇
井
に
識
知
淨
土
論
に
於
て
、
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
行
に
就
て
、
最
も
委
し
く
論
ぜ
ら
れ
て
あ
る
。
然
し
此
は
念
佛
三
昧
の
深
遽
な
ろ
意
味
を
顯
す
爲
で
あ
る
こ
ーこ
を
自
ら
公
言
さ
れ
て
あ
る
。
成
佛
國
土
成
就
衆
生
・こ
い
ふ
意
義
は
、
高
位
の
菩
薩
が
一
の
佛
國
か
ら
叉
他
の
一
佛
國
に
至
り
、
佛
國
土
を
淨
め
衆
生
を
成
就
す
る
の
意
味
で
あ
る
。
'即
ち
先
づ
自
分
・こ
他
人
ε
の
身
口
意
三
業
を
清
淨
に
し
、
淨
佛
國
土
の
願
ε
行
,こ
を
成
就
し
て
、
自
行
化
他
の
功
徳
を
滿
足
し
た
後
に
、
邃
に
成
佛
の
彼
岸
に
逹
し
、
因
位
の
本
願
に
任
せ
て
十
方
の
衆
生
を
歡
化
し
成
就
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
菩
薩
が
こ
の
淨
佛
國
土
成
就
衆
生
の
行
を
成
功
す
る
に
就
て
は
、
最
も
念
佛
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
念
佛
-こ
は
帥
ち
不
離
佛
値
遇
佛
で
あ
る
。
そ
は
恰
か
も
嬰
兒
が
常
に
母
を
離
れ
す
、
赤
子
が
毎
に
母
の
懷
に
抱
か
れ
て
あ
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
此
の
如
く
菩
薩
が
常
に
佛
を
離
れ
す
、
佛
に
値
遇
す
る
こ
ーこ
が
、
そ
れ
が
帥
ち
念
佛
三
昧
で
あ
る
。
故
に
徹
選
擇
下
卷
に
は
、
之
を
問
答
し
て
曰
く
、
問
て
曰
く
、
念
佛
三
昧
・こ
は
何
の
義
そ
や
、
答
て
曰
く
念
佛
三
昧
・こ
は
是
れ
不
離
佛
の
義
な
り
、
問
て
曰
く
、
不
離
佛
,こ
は
何
の
義
そ
や
、
答
て
曰
く
不
離
佛
-こ
は
値
遇
佛
の
義
な
り
、こ
言
は
れ
て
あ
る
。
然
れ
ば
菩
薩
は
こ
の
念
佛
三
昧
に
依
て
佛
國
土
を
淨
め
、
衆
生
を
成
就
す
る
こ
・こ
が
出
來
る
。
然
し
な
が
ら
此
の
如
き
念
佛
三
昧
は
印
ち
菩
薩
の
深
位
の
念
佛
三
昧
で
あ
る
。
然
る
に
叉
凡
夫
の
念
佛
者
に
於
て
も
、
不
離
佛
値
遇
佛
の
義
が
存
す
る
。
邸
ち
稱
名
念
佛
し
て
常
に
見
佛
を
期
待
し
、
叉
は
護
念
・
來
迎
・
往
生
等
を
期
待
し
、
一
心
に
念
佛
し
て
怠
ら
な
け
れ
ば
、
途
に
は
現
身
に
佛
を
見
奉
り
、
彌
陀
の
來
迎
に
預
か
つ
て
、
往
生
の
本
意
を
逾
ぐ
る
こ
ε
が
出
來
る
。
此
れ
帥
ち
不
離
佛
値
遇
佛
の
義
で
あ
つ
て
、
此
は
凡
夫
淺
位
の
念
佛
三
昧
で
あ
る
。
然
る
に
今
こ
の
念
佛
は
、
そ
の
昔
し
法
藏
菩
薩
が
、
念
佛
三
昧
に
依
て
、
佛
國
土
を
淨
め
給
ひ
し
時
、
衆
生
を
成
就
せ
ん
が
爲
に
、
巧
み
出
し
給
ひ
し
の
所
の
本
願
往
生
の
念
佛
で
あ
る
。
故
に
最
も
信
頼
す
べ
き
、
本
願
不
思
議
の
念
佛
で
あ
る
こ
ーこ
を
深
く
信
じ
て
疑
つ
て
は
な
ら
な
い
、こ
歡
へ
ら
れ
て
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
鎭
西
上
人
の
教
義
は
、
宗
狙
の
歡
義
を
そ
の
ま
玉
に
傳
承
し
て
、
一
器
の
水
を
一
器
に
瀉
す
が
如
く
、
相
承
し
て
更
ら
に
漏
す
こ
・こ
な
く
、
若
し
こ
の
宗
義
に
背
く
も
の
あ
れ
ば
、
極
力
そ
れ
を
反
駁
し
、
更
ら
に
念
佛
の
根
源
に
溯
つ
て
、
そ
の
翼
意
義
を
發
揮
せ
ん
ε
努
め
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
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